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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成23年9月15日(2011.9.15)

【公開番号】特開2011-101043(P2011-101043A)
【公開日】平成23年5月19日(2011.5.19)
【年通号数】公開・登録公報2011-020
【出願番号】特願2011-9691(P2011-9691)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｆ   1/09     (2006.01)
   Ｈ０１Ｆ   1/08     (2006.01)
   Ｈ０１Ｆ   1/053    (2006.01)
   Ｂ２２Ｆ   3/24     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  38/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｆ   1/09    　　　Ａ
   Ｈ０１Ｆ   1/08    　　　Ｂ
   Ｈ０１Ｆ   1/04    　　　Ｈ
   Ｂ２２Ｆ   3/24    　　　Ｋ
   Ｂ２２Ｆ   3/24    １０２Ｚ
   Ｃ２２Ｃ  38/00    ３０３Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成23年8月2日(2011.8.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　軽希土類元素ＲＬ（ＮｄおよびＰｒの少なくとも１種）を主たる希土類元素Ｒとして含
有するＲ2Ｆｅ14Ｂ型化合物結晶粒を主相として有するＲ－Ｆｅ－Ｂ系希土類焼結磁石体
と、
　前記Ｒ－Ｆｅ－Ｂ系希土類焼結磁石体の表面に形成された保護層と、
を備え、
　前記Ｒ－Ｆｅ－Ｂ系希土類焼結磁石体は、重希土類元素ＲＨ（Ｄｙ、ＨｏおよびＴｂか
らなる群から選択された少なくとも１種）を含有し、前記Ｒ2Ｆｅ14Ｂ型化合物結晶粒の
外殻部には重希土類元素ＲＨが濃縮された層が形成されており、
　前記保護層は、軽希土類元素ＲＬを含有し、厚さ０．５μｍ以上の部分を有しているＲ
－Ｆｅ－Ｂ系希土類焼結磁石。
【請求項２】
　前記保護層の平均厚さは０．３μｍ以上である請求項１に記載のＲ－Ｆｅ－Ｂ系希土類
焼結磁石。
【請求項３】
　前記保護層は前記軽希土類元素ＲＬの酸化物または水酸化物を含有している請求項１ま
たは２に記載のＲ－Ｆｅ－Ｂ系希土類焼結磁石。
【請求項４】
　前記重希土類元素ＲＨは、前記表面から粒界拡散によって導入された元素を含有してい
る請求項１から３のいずれかに記載のＲ－Ｆｅ－Ｂ系希土類焼結磁石。
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【請求項５】
　前記保護層は前記重希土類元素ＲＨを含有している請求項４に記載のＲ－Ｆｅ－Ｂ系希
土類焼結磁石。
【請求項６】
　前記保護層は前記重希土類元素ＲＨの酸化物または水酸化物を含有している請求項５に
記載のＲ－Ｆｅ－Ｂ系希土類焼結磁石。
【請求項７】
　前記Ｒ－Ｆｅ－Ｂ系希土類焼結磁石体の表面から深さ１００μｍまでの表層領域におい
て、前記Ｒ2Ｆｅ14Ｂ型化合物結晶粒の中央部における重希土類元素ＲＨの濃度と、前記
Ｒ2Ｆｅ14Ｂ型化合物結晶粒の粒界相における重希土類元素ＲＨの濃度との間に１原子％
以上の差異が発生している、請求項１から５のいずれかに記載のＲ－Ｆｅ－Ｂ系希土類焼
結磁石。
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